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【概要】 

聖路加国際病院小児科の血液・腫瘍研究グループは小児がん経験者のフォローアップに人間ドックを用い

た包括スクリーニングを行うことで、これまで見逃されていた可能性のある晩期合併症も適切に診断でき

ることを明らかにしました。 

 

【背景】 

小児がんは小児期に発症する様々な種類の悪性腫瘍の総称で、本邦では年間 2,000〜2,500 人の子ども

たちが診断されています。かつては不治の病のイメージがありましたが、医療の進歩とともに治療成績は

向上し、現在では約 80%の小児がん患者が治癒を得られるようになっており、成人の 500〜1,000 人に 1

人は小児がん経験者であると考えられています。 

一方、成長・発達途上の子どもたちが化学療法（薬物療法）や放射線療法などの強力な治療を受けるた

め、それらの影響が時間の経過に伴って生じることが懸念されます。そのような長期的影響である「晩期

合併症」には成長障害や無月経など内分泌異常、けいれんや認知機能障害などの中枢神経障害、心臓や

肺、腎臓など各種臓器の障害、視力や聴力など感覚器の障害、さらには小児がんが治癒した後に新たに生

じる続発がんなどが含まれます。これらの晩期合併症を見落としがないように診断するためには、積極的

な包括スクリーニングを行うことがよいと海外の研究成果が示していますが、包括スクリーニングを用

いた研究が行われていない本邦では小児がん経験者の晩期合併症の実態は明らかではありませんでした。 

 

【研究手法と成果】 

聖路加国際病院小児科では小児がん治療経験者（診断から 10 年以上、かつ治療が終了してから 5 年以

上経過した 18歳以上が対象）のフォローアップに 2016年 2月から包括スクリーニングを導入しました。

これは人間ドックを用いて血液検査や尿検査だけではなく、心電図、心臓超音波検査、呼吸機能検査、頭

部 MRI 検査、腹部超音波検査、骨密度検査、聴力検査、認知機能検査、眼科検診、歯科検診など網羅的

な検査を 2 日にわけて行うものです。 

この包括スクリーニングの有効性を評価するために、2010 年 12 月から 2015 年 12 月までの間に小児

科外来で担当医によってフォローアップのための検査・診察が行われた小児がん経験者を対象として、

積極的包括スクリーニングによって 
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様々な晩期合併症の頻度や重症度の比較を行いました。 

包括スクリーニングが実施された小児がん経験者の 58 人中 54 人（93.1%）に何らかの晩期合併症が

指摘されたのに対し、外来受診での一般的フォローアップを行った 110 人では 74 人（67.3%)に晩期合

併症を認めるに留まりました。重症度の高い晩期合併症に限ると頻度に差を認めず、小児がんの種類や過

去に行った治療内容を踏まえた一般的フォローアップにも一定の有効性が示されました。 

 

 

 

包括スクリーニングと比べると外来での一般的フォローアップでは心臓超音波検査、呼吸機能検査、認

知機能検査、骨密度検査、聴力検査、眼科検診、歯科検診の実施頻度が低く、呼吸機能障害、認知機能障

害、眼科的異常、歯科的異常と診断された小児がん経験者数が少ないことがわかりました。一方、心機能

障害と骨粗鬆症は検査の頻度が低いものの診断頻度に差は認めず、外来での一般的フォローアップにお

いて適切に検査対象が選択されていることが推測されました。包括スクリーニングで指摘された眼科的

異常の多くは軽微なものでしたが、呼吸機能障害は重症例が多く、認知機能障害や歯科的異常は軽症と定

義されるものでも生活の質の低下や整容上（見た目）の問題に影響するため、これらを適切に診断するこ

とは小児がん経験者が生活を送る上で重要であると考えられました。 

 

 

 



【今後の展望】 

包括スクリーニングは小児がん経験者の晩期合併症を高頻度に診断できることが明らかになりました。

外来での一般的フォローアップでは実施される頻度が低い検査も網羅的に行われたことが要因と考えら

れましたが、医療資源や費用を考慮すると包括スクリーニングを一般診療として全国規模で行うことは

容易ではありません。小児がんの種類や過去に行った治療内容を踏まえて行う一般的フォローアップに

も一定の有効性が示されたことにより、今回得られた成果をもとに、より効率的なフォローアップ体制を

構築する必要があると考えます。 

外来での一般的フォローアップでは見落とされる可能性のある呼吸機能障害や認知機能障害、歯科的

異常に関しては、積極的に評価を行う必要が示唆されました。今後、これら合併症の詳細およびリスク因

子の解析を行い、どのような小児がん経験者にこれらの評価が推奨されるかを明らかにする予定です。 

晩期合併症は時間を追うごとに生じるため、今回解析した小児がん経験者の晩期合併症の追跡を継続

し、早期診断や介入の意義を検証していきたいと考えています。 
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